ド ビ ピッ クタ ヌス 
硬 付 け の 難 レ い キ ン メ ダイ 


ぁ ざ や か 


負 や 魚屋 は M 
も 、 優 雅 に スイ スイ 泳ぐ 当 を 見 た 
し ょ う 。 鴨 川 沖 の 300m の 深海 か ら 


と の ある 人 は 少 
首 れ る 
キン メダ イ を 、49 年 11 月 か ら 飼 育 し 始め た の で 
2 つの 大 き を 問題 に 主 つ か り ま し た 。 それ は 釣 掲げ 
き の 傷 が 治り に くい 陣 と 、 環 寺 
全 付 けが 次 し いこ た 。 釣 竹 
くし た り 、 傷 薬 を 使用 し た ン メ が 、1 年 目 に ペ 
- 方 餅 付 け は キン メダ イ の 固 内 容 物 の 調査 か ら 始ま 人 錠 付 け を 続け まし た 
り 、 そ れ ら に 近い 餅 を 与え まし た 。 最初 は 錠 が 目 の 。 尾 の キン メダ イ が 促 間 の ン を し り 目 
Li くる と 透 げ 出し た り 、 知 らん 顔 を し た り し を 魚 を 員 た 200 尾 搬入 し た 内 の 
か な か 食べ て くれ ませ ん で し た 。 同じ 仲間 の ハシ キ お ず か 20 選 で し た 木村 記 


ない 


生物 の 豆 辞 典 No.8 


られ だ た 


っ と 餅 付 いた 事 も あり 、 


と 試み る う 


博 レ ボー ト 


* 海 一 その 望ま し い 未 来 る 沖 絢 魚 等 か 赤き れ て お り ま す カ み の 国 
国際 海洋 博 臣 た る 7 月 20 日 々 し く オ ー プ は 、 水 中 ショ る か スタ ジオ 」 と 水上 
し まし た 。 この 海洋 均 は 、 海 を テー マ と し た 特別 国 キ きち ゃ ん 劇場 」 が あり ます み は 、 海 洋 協 の 
階 博 路 金 と し て は 、 史 上 初め て の 試み で あり 、 宇 宙 スコ ッ ト マ ー ク に 6 選ば れ 、 水 族 館 と 並び 、 イ ルカ 
開発 より 海 穴 開発 へ と いう 時 代 的 背 虹 を も ュー は 沼 洋 博 の 呼び 物 5 に あげ られ て いま す 
マ に ふき わし い 地 理 的 条件 の 時 っ た 沖縄 が 開催 地 ショー を 行 な ィ 6 月 に 奄美 大 
に 刀 ば れ ま し た 。 日 本 より 、 テ ノリ カ 、 ツ 連 島 で 、 合 育 ス タ = よっ て 抑 獲 き れ た 間 美 大 伺 
カナ ダ 、 オ ー ス トラ リア 等 世界 数 10 ヶ 国 が 参加 ウイ ルカ で 、 当 館 の イル み と は 釘 
船 、 魚 、 民 族 ・ 有 歴史 、 そ し て 科学 技術 の 四 分 野 に 分 類 六 に 隊 類 で す 。 抽 獲 し て 1 年 間 の 訓練 の 後 
れ 、 そ れ ぞ れ の 歴史 と 未来 、 最 新 の 知識 、 技 術 が 謀 本 年 5 月 に リュ プター で 輸送 きれ 部 は 交代 要 
共 症 投 き れ て お り ま す 。 この 海洋 博 の 中 に 政府 出展 員 ょ し て 、6 月 に 昌 川 へ 約 20 時 間 か け て 輸送 きれ ま 
の 光 洋 生物 園 (水族 館 と い の 国 ) が あり ます か し た 。 沖縄 輸送 後 は 、 環 境 滋 変 の ぬ 、 体 調 不良 
その 動物 関係 の 薬 務 を 、 当 昌 川 シー ワー ルド が 政府 み カ 時 は 大 宰 心 配 さ れ ま し た み 
ょ り 委 託 を 受け て 担 て お り ま す 。 昨年 4 月 以来 7 月 20 日 に は 12 頭 の オキ ちゃ ん イル カ 科 は 、 元 気 を 
この 沼 洋 生物 園 を 海洋 去 の 一 展示 物 と し て 成功 きせ 前 に 現 わ す こと が で きま し た 。 1290 の 
る ぬ に 、 缶 育 関係 者 を 中 心 に 量 命 な 努力 を 続け て ま 分 # ょ ま "イル カ と そ 
いり まし た 。 それ で は 、 海 洋 生 物 園 の 概観 ほす 児 イル カ *@" 海 
まで の 経過 を 簡単 に みて み ま し ょ う 。 まつ 水族 館 ほ 、 洋 開 発 へ の 夢 " と 二 能 力 の 実際 と そ 
サン プ の 浴 張 の 海 』「 深 層 の 海 」 と 三 テ = 利用 を 誕 え ます 。 水上 オキ ちゃ 友情 
分 れ て で おり ます 。 「 サ ン ゴ の 海 」 は 沖縄 1 の タイ トル で 、 人 人 間 と イル カ の 関わ お り 、 衣 好 的 肝 
で 芳 集 きれ た 夫 革 性 の 魚類 、「 昧 湖 の 海 」 は 世 気 が 、 物 語 と し て 演出 きれ て いま す 。 日 本 人 は ほ 、 四 | 


シア ター ショ 面 環 海 の 海洋 民族 で 、 そ 
ジ 等 活 を ど の 関わ り 無し で 物 を 評 
ょ 余り に 海 に 


天水 宰 (1147t) で 、 当 館 
ゲー ル の 約 2 倍 あ り 、 
を 五島 列島 、 マ グロ 、 カ ッ オ 等 を 高知 
し た 日 本 近海 の 明 流 の 外洋 魚 が 群 涼 ! 
し て 「 深 層 の 海 」 に は 、 間 川 、 伊 豆 で 下 集 し た 100m 知る 為 の 第 1 歩 に 過ぎ ませ ん 。 海 詳 博 を 機 会 6 
以上 の 深海 に 住む せみ カ ア シ カニ 、 キ ン メ タイ 等 が 展 。 や イル カ を 多く の 人 が 観覧 し 、 何 か を 感じ 、 考 え 
ます 。 現 在 水族 館 に は 、 交 150 種 150.00 尾 。 貰い た いと 思い ます 


す 。 そ 過ぎ ます 。 魚や イル み と 人 間 と の 接触 
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シュ ライ バー 


@ イ ルカ の 体 


示 族 館 を ど で 素 晴 し い シ ョ ー を 行 を い 、 私 巡 を 楽 
し ませ て くれ る イル カ は 、 外 形 が 似 て いる 約 、 魚 と 
よく 間 違 が われ ます 。 し か し 、 イ ルカ は 、 れ っ き と 
し た 晴 宛 動物 で 乏 の 仲間 を の で す 。 そ こ で イル み の 
体 に つい て 幾つ か の 特徴 を あげ て みろ る こと に し まし 
ょ う 。 

1. イ ルカ み の 外形 

水中 で 生活 を する イル カ の 体 は 、 早 く 泳ぐ 必要 か 
ら か 、 魚 に 似 た スマ ー ト で 美しい 深 丸 弄 を し 、 ツ ル 
ツル し た 皮 フ を も っ て いま す 。 体 の 全 家 面 を お お っ 
て いる 皮 フ は 、 疲 表 広 か ら で き で いま す 。 多 の 
よう な 鱗 は な く 褒 ら か で す 。 一 番外 側が 表 度 で 、 天 
に 下 度 が あり ます 。 際 上 上 動物 で は 、 直 度 の 下 に 脂肪 
選ぶ ぁ り ま す が 、 イ ルカ で は 電 皮 と 脂肪 層 が 、 は っ 
きり と 分 れず 、 直 皮 の 中 に 脂肪 層 か が 混じり 込ん だ 形 
に な っ て いま す 。 そし て 、 こ の 層 は 非常 に 厚く 、 南 
極 や 北極 の よう な い 海 で も 彼 等 の 体温 ( 約 36.5 謀 
前 後 ) を 一 定 に 保つ オー バー・ コ ー ト の 役目 も し て 
いま す 。 イ ル み の 度 フ に は 洋 腺 が 無く 、 そ の 際 上 
動物 の よう に 洋 に よっ て 体温 を 下げ る こと が で きま 
せん 。 で すか ら 、 水 中 か ら 際 上 に 上 げた 時 を な ど は 、 
常に 水 を か け て 皮 フ を 冷や し て お か な いと 、 体 温 が 
上 昇 し それ が 原因 で 死ぬ こと が あり ます 。 また 、 呈 
乳 動物 に 特有 を 度 フ の 座 形 物 と し て 毛 が あ り ま す 。 
本 当 の 毛 に 相当 する も の は 、 貴 乳 動物 以外 に は 全く 
み ら れ ませ ん 。 イ ル み の 王 額 の 先 敵 近く に は 、 数 個 
の 毛 舌 が み ら れ ます 。 イ ル み も 胎児 の 頃 は 毛 が 生え 
て いま す が 、 間 も を くそ の 毛 は 無く な り 、 毛 欠 だ け 
が 残り ます 。 イ ルカ の 仲間 に は 、 ア マゾ ンカ ワイ ル 
み の よ うに 、 成 長 し て も 上 顎 に 毛 が そ の まい 残っ て 
いる も の も あり ます 

イル み カ の 体 に は 、 魚 の よう に 胸 路 、 硝 堪 、 尾 鱗 が 


環 門 胃 主 | 前 前 
( ナ か スク ジラ ) 


( バン ドウ イル カ ) 


あり ます が 、 イ ルカ と 魚 で は それ ぞ れ 典 な っ た 構造 
に な っ て いま す 。 魚の に は 、 凌 や 軟条 の よう ちな 租 
が あり ます 。 し か し 、 イ ルカ の 和 背 鮨 、 尾 鱗 に は 肖 は 
を て く 、 皮 フ の 盛り 上 り に よる 結 締 組 織 よ り を っ て い 
ます 。 ま た 胸 央 に は 、 人 の 手 の よ うな を 骨 が あり 、 際 
上 動物 の 前 服 と 同じ 柄 造 を し て いて 、 魚 の 鱗 と は 全 
く 異 な っ て いま す 。 尾 炭 は 、 魚 で は 民 直 に な っ て い 
ます が 、 イ ル み で は 水平 に を っ て いま す 。 イ ル み が 
涼 ぐ 時 は 、 魚 の よう に 尾 炭 を 左右 に 振っ て 涼 ぐ の で 
は な く 、 尾 農 を 上 下 に 動か し て 泳ぎ ます 。 一 般 に ゆ 
う ドルフィン ・ キ ッ ク で す 。 帳 の 説明 の 中 で 、 前 脚 
が で て きま し た が 、 後 脚 は ある の で し ょ うか 。 水 中 
生活 に 適 店 し な イル カ の 体 に は 、 後 脚 は 必要 が を く 
を り 退 化し て し まっ て いま す 。 現在 の イル カ で は 
腹部 の や ・ 後 方 、 生 窒 器 の 両 人 付近 の 効 肉 に 埋 れ て 、 
小 き を 一 対 の 益 盤 疹 と し て 、 そ の 名 残り を と ど め て 
いる に 過ぎ ませ ん 。 

イル み の 呼 吸 方 法 は 、 遇 乳 動 物 で ある の で 秒 作 人 
剛 と 同じ よう に 、 英 所 か ら 肺 へ 空 所 中 の 酸素 を 取り 
入れ て いま す 。 イ ルカ の 扶 は 、 頭 の 上 に 開 孔 し て お 
り 、 穴 は 普通 一 つ で す 。 秒 達人 間 か ら み る と 、 穴 が 
ー つ で 頭 の 上 に 開い て いる と いう の は 、 ち ょ っ と お 
か し い の で す が 、 水 中 で 生活 し 、 水 面 で 呼吸 する イ 
ル み に と っ て は 、 最 も 便利 を 構造 に を っ て いる の で 
し ょ う 。 ま た 、 穴 は 一 つ で す が 、 頭 の 中 に 入る と す 
で に 二 つ に 分 れ て いま す 。 そし て 、 唱 頭 、 気 管 を 経 
て 更に 肺 に つ を が っ て いる の で す 。 魚の 場合 に は 、 
水中 の 酸素 を 利用 する 人 為 、 負 と 呼ぶ 特殊 を 呼吸 回 宜 
を も っ て いて 、 イ ルカ と は まっ た く 條 っ た 方 法 を と 
っ て いま す 。 イ ルカ の 也 は 、 水 中 生活 に 適応 する 旋 
丈 以 外 の 突起 物 は 退化 し て な を く な っ た り 、 体 内 に 理 
れ た も の が ある よう に 、 芋 も 外 芋 を 矢 き 、 眼 の 後に 
は 小さ を 耳 の 穴 だ けが 残っ て いま す 。 

イル み の 腹 部 の ほ こ 中 央 に 時 が あり ます 。 これ も 


乳 動物 の 特徴 で す 。 イ ル み は 、 母 親 の 胎内 に 約 一 
年 間 い ます が 、 そ の 間 に 母 親 か み ら 栄 状 を 受け 成長 を 
続け ます 。 生 まれ だ た 全 イ ルカ は 、 呈 親 の 生殖 北 の 本 
側 に ある 乳 間 より 、 返 狗 し 、 育 っ て いき ます <。 

2 イルカ の 骨格 

イル カ の 骨格 を みて いき ます と 、 ま ず 頭 骨 が あり 、 
天 に 頸椎 栓 、 胸 椎 聞 、 朋 稚内 、 尾 槍 簿 と あり ます 。 
これ ら の 他 に は 、 前 脚 の 埋 と 後 脚 の 外 跡 童 が あり ま 
す 。 頭骨 は 人 間 の それ に 比較 し て 、 上 下 頸 が 前 方 に 
長く 突き 出し て いま す 。 また 、 李 の と ころ に は 下 室 
塁 とい う の が あり 、 この 骨 は 陸上 動物 に は あり ませ 
ん 。 顕 稚 は 7 個 あ り 、 全 て の 哨 乳 動物 は 7 個 の 顕 槍 
骨 を も っ て いま す 。 イ ルカ の 顕 香 の い くつ か は 窒 合 
し て いま す の で 、 時 に より 少な を なく 数 そえ られ る こと が 
あり ます 。 胸 槍 香 は イル カ の 種類 に よっ て 差 が あり 、 
この 数 で 欄 類 を 決め る こと も 出来 ます 。 1 本 の 用 
骨 に は 左右 に 助 符 が つ を な がり 、 ま た 助 骨 の 先端 で は 
助 障 間 が あり 、 そ れ ら の 骨 で 移 院 が 型 取ら れ 内 騰 を 
保護 し て いま す 。 頸椎 に 近い と ころ の 助 朋 は 、 胸 椎 
と の つなが り が 二 丸 し て いる と ころ か ら 、 特 に 三 


頭 
シー ワー ルド の アニ マル 達 
カリ フォ ルニア アシ カ に つい て 


海獣 類 の 中 で 、 良 く 知 られ て いる 動物 に 、 一 般 に 
アシカ と 呼ば れる カリ フォ ルニア テテ シカ が お り ま す 。 
この 動物 は 、 そ の 名 の 通り 、 北 米 西 海岸 の カリ フォ 
ルニア 近 芝 に 詩 に 入 思 し て お り ま す 。 全身 こげ 茶色 
で 、 強 緑 を 四 朋 を 有 し 、 水 際 を 自由 に 組 連 に 行動 し 
ます - 寿命 は 25 一 30 年 で 、 成 長 す る と 雄 で 体重 が 300 
kg で ぐらい に な り ま す 。 海 で ほ は 、 オ ッ ト モ イ の よう な 
大 き な 淵 遊 ほ せ ず 、 海 岸 の 岩場 を ど で 周 年 生活 する 
も の も お り ま す 。 テ シカ は 、 多 く の 動物 園 を ど で て 師 
育 きれ て いま す が 、 こ れ は 他 の 海 内 類 に 比較 し 入手 
が 容易 で あり 、 ま た 遊泳 、 歩 行 を どの 動作 が ユー モ 
ラス で 、 葵 か ら オ ッ ト モ イ の 曲芸 と 称し て 、 数 多く 
使用 まれ て いた か ら だ と 思わ れ ま す 。 で すか ら 、 オ 
ッ ト モ イ の 曲芸 と いわ れ て きた の は 、 実 は アシ カ に 


筋 符 と 呼ば t れ て いま す 。 まな 、 後 方 の 肪 骨 は 胸椎 と 
つ を が っ て いな を い の も あり ます 。 腰椎 に は 、 胸 槍 の 
よう を 助 辻 は あり ませ ん 。 尾 椎 ほ 、 椎 骨 の 一 番 終 
り の 部 分 を な し て いる 骨 で 、 各 和 骨 の 腹 側 に V 字 内 と 
いう 骨 が 1 個 づ つ 付 いて いま す 。 前 脚 の 骨 は 、 他 の 
動物 に ある 領 紋 は あり ませ ん が 、 腕 及び 指 の 骨 が あ 
り 、 人 間 の 骨 と 同様 で す 。 し か し 、 腕 の 骨 は 短く 
指 の 骨 の 関節 が 多く な っ て いま す 。 

3. 内臓 

人 間 の 胃 は 一 つ で す が 、 イ ルカ で は 四 つ の 胃 が 
あり ます 。 第 1 胃 ( 食 道 責 )、 第 2 再 ( 主 骨 )、 第 3 帳 
(上 了 前 )、 第 4 同 ( 十 指 腸 膨 天 部 ) と 分 れ て いま 
す 。 イ ルカ は 、 人 年 で ある 魚 ギ イカ 等 を 捕食 する と 、 
で 胡 路 し を いで その まま 春 み 込み 、 第 1 同 に 叶え 
物理 的 方 法 で 消化 し 易い よう か くし 、 第 2 彰 
以下 で 私 達 と 同じ よう を 消化 を し て いま す 。 よく 生 
の 困 が 四 つ あ る と いわ れ ま す が 、 生 の 軸 の 場合 は 4 
番目 の 骨 が 主 骨 と な っ て いて 、 イ ルカ の 尊 と は まっ 
だ た く 違 っ て いま す 。 ( 金 鋼 記 ) 


よる も の な の で す 。 テ シタ は 人 問 に 慣れ 易く 従順 で 、 


学習 に より 器用 に 数 10 種 の 芸 を 行なう こと が で きま 
す 。 し か し 、 一 昨 年 より 米国 等 より アシ カ の 輸入 が 
困 吹 に を っ た 人 に 、 今 後 国内 で の 第 将 に 今 まで 以上 
の 夢 力 を し な けれ ば な ら な いと 思い ます 。 

(長崎 記 ) 


スマ イリ ング - フェ イス 

イル み は 、 い つ 、 ど とこ 
er 

つき 出し た 叶 、 発 達し た 


見 て も 、 ほ ヽ ・ え み を な げ か け て いる よう を な 顔 を し て いま す 。 
こ (メロ ン 部 ) を ど 、 顔 全体 に も ユー モラ ス な 形 が み ら れ ます 


が 、 を ん と いっ て も 、 ロ の 先 適 か ら つけ 根 に 向う 口 多 の 形 が が 、 ス マイ リン グ ・ フ ェ イ ス を つく 
り 出 し て いる 最大 の 要 系 と いえ まし ょ う 。 
この スネ マイ リン グー フェ イス こそ 、 イ ルカ が 性 界 の 人 々 に 愛さ れる 最も 大 き を 理由 と を 


いる こと は 問 違 い を いよ う で す 。 


